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第73回

なりわい生態系として考えるアラブ社会

2014 年 1 月 25 日（於：京都大学楽友会館）

私たちは現在、化石燃料を大量に消費して暮らしている。化石燃料を産出する中東諸国は、経済的に

豊かなイメージが伝えられる。しかし化石燃料は有限であり、いつかは枯渇する。そのためアラブ社会

を 1000 年以上支えてきたなりわいに着目することで、化石燃料に依存しない暮らしを再考する必要が

ある。この見解は、ドバイ首長国・元首長の言葉からも支持される。「私の祖父も父もラクダに乗った。

私はいまメルセデス・ベンツを運転する。息子と孫はランド・ローバーとジェット機を乗りまわす。し

かしひ孫はまた、ラクダに乗るだろう」。縄田浩志氏（総合地球環境学研究所／秋田大学）は、再生可

能エネルギーに立脚して人間の基本的な営みを成り立たせる「なりわい生態系」を、本例会の視座とし

て提起した。

石山俊氏（総合地球環境学研究所）は、「サハラ・オアシスのナツメヤシ農業と水問題」と題して、

アルジェリアのインベルベル・オアシスの暮らしを紹介した。最も重要な作物であるナツメヤシは、同

オアシスに 38 品種、アルジェリア全体では 1000 品種以上あり、それぞれ食味、保存性、耐乾性など

の特性が異なる。人工授粉に用いる雄株の比率は平均 3％とされるが、同オアシスでは 31％と高かっ

た。この 100 年で人口が 30 倍に増えた同オアシスでは、伝統的地下水路フォッガーラの枯渇と深井戸

掘削に伴い農地が拡大・移動した。他方、オアシス都市アウレフでは大半がフォッガーラに依存してい

る。フォッガーラの維持には地下水路に溜まる泥の除去など重労働が必要であり、ガスパイプライン埋

設工事がフォッガーラを遮る問題もみられた。オアシス農業に関する豊富な知識や技術を持つ篤農家の

高齢化が進み、耕作放棄地も増えている。

中村亮氏（総合地球環境学研究所）は、「乾燥地サンゴ海域の漁撈文化」と題し、紅海における漁撈

の実態を豊富な民俗知識とともに報告した。紅海に面するドンゴナーブ湾は、サンゴ礁、海草藻場、マ

ングローブなどの沿岸資源が豊富なスーダン最大の湾であり、2005 年に新設された海洋保護区でもあ

る。5 種類の船、22 の漁法で漁撈活動が行われている。この海域の資源利用は水深によって異なる。漁

場の大半は、目視で海底を確認することができる水深 30 メートル以下の浅い海に分布している。しかし、

350 種以上認識される魚のうち最高級魚のスジハタは深い海に生息している。漁師はこぞってスジハタ

を獲りたがるが、その漁期はスジハタの産卵期の 1 ヶ月に限定される。漁法も手釣りの一本釣りである

ことより、スジハタの乱獲にはつながっていない。ほぼ一年中吹く強風や夏場の海水温度上昇などが漁

撈活動に制限を与えており、漁師の数も少なく、魚群探知機などの近代漁法の導入も遅れていることよ

り、この海域では沿岸資源の持続的な利用が達成されているものと考えられる。しかし、水深の浅い海
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草藻場では、市場価格の高いナマコの乱獲や、刺し網によるジュゴンの混獲の問題が起きている。ナマ

コを煮るための薪として希少なマングローブが伐採されることも問題である。浅い海の資源利用と管理

が今後の課題であるが、これもすぐに禁漁区・期間の導入というのではなく、乾燥地の人びとの生活文

化をきちんと理解したうえで海洋保護区としての政策をすすめてゆかなければならない。

市川光太郎氏（総合地球環境学研究所）は、「紅海西岸ドンゴナーブ湾のジュゴンの生態と海洋保護区」

と題して、初めて明らかにされたジュゴンの行動を報告した。データ収集のために遊泳中のジュゴンを

5 人がかりで捕獲し、位置情報、水深、水温、水中音の計測器を装着して、45 時間後に回収した。ジュ

ゴンは 96％以上の時間を 2 メートル以浅の深度で過ごし、時々 20 メートル以上の急速な潜水を行った。

今回確認された最大の潜水深度は 38.5 メートルだった。一方、漁師が利用する主な漁場深度は 8 ～ 12

メートルであり、ジュゴンの生息する深度帯との重複は少なく、混獲の可能性は高くないことが示され

た。尾びれの音から推定されるジュゴンの運動量は早朝と夕方に大きく、夜間は小さいことから、19

時から 4 時までは休息していることが推察された。この結果は、ドンゴナーブ湾の漁師による経験的な

観察と合致する。一方で、ジュゴンが急速に深い場所まで潜水を行うことは地元の漁師にとっても新し

い知見であった。同じ餌場に繰り返し来遊していたため、餌場に通じる狭い水路では混獲に注意する必

要がある。科学者による短期的な調査と地元漁師による長期的な観察をうまく融合していくことは、今

後の漁業とジュゴン保護の両立のために重要な課題である。

縄田浩志氏は、「ヒトコブラクダの採食行動とヒルギダマシ林の分布動態」と題して講演した。紅海

に面する国際貿易港ポートスーダンの南で、ラクダの 1 日の移動ルートと、マングローブの一種ヒルギ

ダマシの採食行動を記録した。ラクダは深さ 1 メートル、幅 2 メートルの水路を渡ることができず、移

動範囲が制限されていた。夏より冬の方がヒルギダマシ葉の 10 分間当たり採食量が多かった。採食す

る葉数と移動・休憩時間は、子無しのメスで最大だった。枝葉に対する呼吸根の採食割合は、オスより

メスの方が、子無しより子連れの方が大きかった。牧夫はヒルギダマシの稚樹に対して、ラクダに採食

させず、漂着したビニールシートを除去する管理を行っていた。ヒルギダマシ林の面積は、ヒトコブラ

クダによる継続的な採食を受けても減少していないことから、牧夫による適切な管理のもとで、ラクダ

とマングローブの「なりわい生態系」は維持されると結論づけられた。

中島敦司氏（和歌山大学システム工学部）は、「乾燥地のマングローブの成長」と題し、紅海沿岸で

最大級のヒルギダマシを例に、マングローブの成長様式を報告した。ヒルギダマシの低位の枝は横また

は下向きに伸長し、高位の葉ほど小さかった。海側に比べ陸側で塩分濃度が高く、樹高の伸長が抑制さ

れていた。従来ラクダの食害が著しいとされてきたが、10 ～ 30％の葉を被食された個体の方がよく成

長していた。高温、乾燥、高い塩分濃度の条件では水分が枝葉の上方に行き届きにくいものの、ラクダ

の採食による枝葉の間引き効果により水輸送が改善されていると考えられた。その結果をふまえ、乾燥

地ではマングローブ枝葉の一定量を家畜の飼料として間引きすることでバイオマス生産を最大化する方

法が提案された。

総合討論では、コメンテーターの中島敦司氏により、長期滞在して得た現地の詳細な情報と科学的な

データを組み合わせることで地域の理解が深まることが指摘された。また参加者からの質問をまじえ、

近代化による暮らしの変化と高齢化の進むアラブ社会でのなりわいの捉え方や、ナツメヤシの品種多様
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性の維持機構について議論された。アラブ社会だけでなくフィールドワーカーの高齢化が進むなか、国

籍や世代をまたいだ生活者、実践者、研究者の協働による研究活動と人材育成の重要性が確認された。

小坂康之（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）


